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警告

京商の無線操縦模型は、高い性能を発揮するように設
計されておりますので、飛行場所は万一を考えて十分
に安全であることを確認してから楽しんでください。

プロポの取扱方は､プロポの説明書をご覧ください。
　　

スピンナー・プロペラのゆるみをチェック！

同じバンド（電波帯）の同時飛行は出来ません。近く
で無線操縦模型を楽しんでいる人がいたらバンドを
確認してください。

送信機のアンテナを
最後までのばす。

送信機のスイッチを入れる。

スティックを動かして各舵が調整通り動くかチェック。

オプションパーツは京商純正パーツ以外使用しないでください。

機体を風上に向けて、手投げ又は離陸させる。

強風や、横風での飛行はしない。 機体を風上に向けて、着陸させる。

送信機のスイッチを OFF に。

汚れを取り、回転部にはグリスを付ける。

主翼が正しく取付けられているか確認。

受信機のスイッチを入れる。

受信機のスイッチを OFF に。

燃料を入れる。

スロットルスティックを動かして、エンジン
キャブレターがスムーズに開閉するかチェック。

スロットルをスローにしてから、スターター
をスピンナーに押し当ててエンジンをかける。

ニードルを調整する。
残った燃料を抜き取り
缶にもどす。

スロットルトリムを下
げてエンジンをストッ
プさせる。

飛行後のエンジンは、
高温になっているので
ヤケドに注意。

バッテリーのコネクタ
ーを抜く。

プロペラの回転に注
意する。

プロポの電源は、常にチェック。

飛行させない時は、必
ずバッテリーを機体よ
り外しておく。

プロペラの回転に注意する。アンプの種
類によっては、コネクターを接続しただけ
でモーター（プロペラ）が回転する事もある。

飛行機の動きがおかしい時は、
飛行を中止して原因を調べる。

バッテリーのコネクターをつなぐ。

飛　行　前 飛　行 飛　行　後

飛行手順の注意
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